
美咲町議会だより
議会HPへアクセスします

美咲町HPアドレス　https://www.town.misaki.okayama.jp

2023年2月10日発行

71

＜特集＞ ひと 輝くまち みさき 青野町長所信表明………❷〜❸
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主な内容

大きく育て美咲の子ども　自分の世界を創り出せ！

表紙関連記事19ページ

子どもが大人に
授業する。

海、川のごみを拾う
だけでなくごみが出
ている原因やどんな
ごみが問題となって
いるかを調べる。

十人十色の世界を　　　作りたい。

いろいろな人に声
をかけて友達にな
ってみたい。自分の
事のように考えるき
っかけを作りたい。

ジェンダーの理解
を広めるための交
流会をする。自分が
できることをする。

多様性を認められ
るような教育をして
欲しいと先生たちに
もっと要望したい！！

学校でならわない
ことを学ぶ。

ゴミが落ちていたら
積極的に拾う。
プラゴミ出さない！
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特 集

誰もが集える交流拠点施設整備

小規模多機能自治の実現に向けて

笑顔のあふれる子育て支援

積極的な農業振興

　町の未来のため、子どもの笑顔があふ
れる町を目指して、子ども・子育て支援策
の総合窓口として（仮）こども笑顔課を新た
に設置し、子どもの幸せ最優先の取り組
みをオール美咲町で実現していく。

　農林水産省の人材を登用し有利な施
策をスピーディーに取り入れ、職員のスキ
ルアップにつなげて（仮）農業ビジョンを策
定していきたい。また、地域コミュニティの
維持に向けて農村 RMOを支援する。

　美咲町多世代交流拠点を令和5年6
月をめどに設計を進め、7月建設工事に
着手し令和6年10月の完成を予定して
いる。旭地域の整備については、令和
5年度早期の着手を目指す。

　各協議会では小規模多機能自治組
織への移行の準備が着実に進められて
いる。地域課題やこれからの地域づくりに
ついて、順次地域住民が主体となって移
行が進んで行くものと期待している。

　2期目の抱負として、3大プロジェクトの施設を計画どおり確実に完成させ事業展開を　2期目の抱負として、3大プロジェクトの施設を計画どおり確実に完成させ事業展開を
進める。特に子育て・教育に力を入れ、少子化対策・人口減対策につなげていき、人進める。特に子育て・教育に力を入れ、少子化対策・人口減対策につなげていき、人
が減っても元気に暮らせるよう小規模多機能自治を引き続き進め、（ひと　輝くまち　みが減っても元気に暮らせるよう小規模多機能自治を引き続き進め、（ひと　輝くまち　み
さき）の実現に全身全霊で取り組む。さき）の実現に全身全霊で取り組む。
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3 みさき

若者・子育て世代向け宅地整備

　定住する若者を増やすには、住ま
いの選択時に本町を選んでもらえるよ
う良好な住環境を提供することで、若
者の流出を抑制し、定住促進につな
げていきたい。

官民連携を強化

　「官民共創」を推し進め、住民の
生活を豊かに、企業にとっては新規
事業の開発につながり、行政にとっ
ては社会課題を解決するといった関
係を築いていく。

誰もが楽しめる児童公園

　中央児童公園が誰でも楽しめる安
全で安心な憩いの場所になるよう
に、新しい遊具の設置、公衆トイレの
改修を行い、春のリニューアルオープ
ンに向けて取り組む。

宅地整備はどこに

延原正憲 議員

若者子育て世帯向け宅地整備に
ついて、具体的な候補地を考え
ているのか。
現在は原田地内で宅地整備工事
をしている。他に候補地を、旭・
中央・柵原地域において、それ
ぞれ検討しているが具体的には
決まっていない。

答

問

（仮）こども笑顔課の内容

板垣正寿 議員

（仮）こども笑顔課を新設するに
あたり、子育て支援として重点
的に取り組む具体的な内容は。
子どもの幸せ最優先の支援策を
図れるよう（仮）こども笑顔課の設
置などについては、関係の保護者
や当事者の子どもの話をしっかり
伺った上で必要な施策を講じて
いく。

答

問

官民連携の新規事業

藤井智江 議員

官民連携による企業にとっての
新規事業とは何か、またどのよう
なことをイメージしているか。
激動の世界情勢の中で新たな経
営戦略を町と一緒に考えていた
だき、お互いにウィン・ウィンの
関係を築くことが可能になり得
る事業だとイメージしている。

答

問

所信表明に対する質疑
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請
願
・
要
望

誰もが楽しめる児童公園 に向けて環境整備を実施
令和4年12月12日〜23日まで定例議会、2月1日に臨時会が招集され　一般会計補正予算6億7,352万円など18件の議案が議決されました。

契
　
　
　
約

◎
契
約
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。

【
工
事
請
負
】

◇
柵
原
地
域
義
務
教
育
学
校
建

設
事
業�

　

美
咲
町
立
柵
原
学
園
造
成
工

事（
13
工
区
）（
ゼ
ロ
町
債
）

　

㈱
戸
板
組（
美
咲
町
）

　

5
，4
2
2
万
円

ふるさと納税で町産品をPR

　ふるさと納税で町産品のPRをするため返礼
品や事務的な必要経費の財源を確保する。

〔ふるさと納税特産品贈呈事業　2,427万円〕

3年間の一般廃棄物業務委託

　令和5年度から令和7年度の業務期間の一
般廃棄物収集運搬業務を委託するため、将来に
わたる債務を負担する行為の補正を行う。
〔債務負担行為補正限度額　3億4,000万円〕

児童公園の環境整備

　児童公園の支障木の伐採、転落防止用安全
柵、東屋の設置など公園環境整備を行う。

〔児童公園管理費　1,250万円〕

商
工
業
振
興
事
業
補
助
金（
小

規
模
事
業
者
経
営
改
善
普
及

事
業
及
び
地
域
総
合
振
興
事

業
）の
予
算
措
置
に
つ
い
て
の

要
望

久
米
郡
商
工
会�

�

会
長　

福
島　

一
壽

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、

商
工
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
や
小
規
模
事
業
者
の
振

興
発
展
、
農
林
業
者
の
活
性
化

を
図
る
事
業
推
進
に
期
待
し

採
択
と
し
た
。

ナラ枯れ・松くい虫被害の防止

　ナラ枯れ、松くい虫被害対策を行うことで地
域の森林環境保全につなげるため、不足分を
増額。
〔森林病害虫駆除事業　123万円〕
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条
　
　
　
例

誰もが楽しめる児童公園 に向けて環境整備を実施
令和4年12月12日〜23日まで定例議会、2月1日に臨時会が招集され　一般会計補正予算6億7,352万円など18件の議案が議決されました。

12月議会
でこんなことが
決まりました

【
美
咲
町
立
義
務
教
育
学
校
設
置

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に

関
す
る
条
例
】

　

美
咲
町
立
義
務
教
育
学
校
設
置

に
伴
い
、関
係
条
例
の
整
備
を
行
う

も
の
。

妊娠・出産・子育てを応援コロナワクチン接種

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止と感染
時の重症化を予防するためコロナワクチン接種
体制を確保する。
〔予防接種事業費　322万円〕

　全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子
育てができる環境を整備するため一人10万円
の給付金を支給する。
〔民生費　941万円〕

美
咲
町
議
会
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

躍
進
賞
を
受
賞

【
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
】

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る

職
員
の
定
年
引
上
げ
に
関
す
る
関

係
条
例
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

　
日
本
最
大
の
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で

あ
る「
第
17
回
マニ
フェス
ト
大
賞
」

授
賞
式
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
美

咲
町
議
会
が「
躍
進
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

公共施設の電気代を追加畜産事業者を支援

　電力価格が高騰し、役場庁舎や小・中学校
の電気代が高くなったため増額補正を行う。

〔施設管理費　1,691万円〕

　昨年発生した鳥インフルエンザなどに対する
家畜防疫の観点から畜産事業者を支援する。

〔畜産業費　373万円〕
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本　資、松田英二、松島　啓の7人
で審査しています。

　飯岡地内の下水道工事の現地視察を

行った。	 	 	 	 	

　電気融解による融着接合での下水道

管接合作業を見学した。

　今後は、飯岡農業集落排水が柵原公

共下水道に接続される。

【建設課】
新旦土橋の費用負担

【産業観光課】
インバウンド事業の状況

【総務課】
物価高騰の影響

【くらし安全課】
債務負担行為の執行

庁舎の電気代高騰に対する
今後の対応は。
電気代は事務的経費であり今
後必要分を計上していくが、
来年度も高騰が続く見込み。

問

答

債務負担行為およびバス運
行事業の執行は。
債務負担行為の執行は年度
内に入札を行い、次年度から
バスを追加運行する見込み。

答

問

【理財課】
減債基金の償還

減債基金の償還はどこに充
当するのか。
過疎対策事業および過疎ソフ
ト事業を計画している。4億7,
０００万円を償還する。

答

問

【地域みらい課】
移住定住に向けてのPR

インバウンドに対する英語の
基礎研修はあるのか。
国家資格所有者を本町に迎
え、ミサキアエルで研修を行
う予定。

答

問旭地域の新旦土橋の架け替
えに係る費用負担の状況は。
国の交付金事業にならなかっ
たため、県に移譲され負担金
が発生した。

答

問 本町の移住定住 PRに向けた
取り組みはあるのか。
連携中枢都市関連自治体と共
に大阪・東京で移住相談会を
開催した。

答

問

（飯岡地内）
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民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の7人
で審査しています。

【住民税務課】
税の増額補正予算

【健康推進課】
西川診療所の指定管理

【教育総務課】
学校管理費の増額

【福祉事務所】
補助金の増額

固定資産税４,１４２万円の増額
補正の理由は。
当初はコロナによる滞納を見
込んでいたが、影響を受けな
かったため。

答

	西川診療所の指定管理者と指
定期間は。
管理者は社会医療法人緑壮会
で、期間は令和5年4月１日か
ら令和6年3月31日まで。

答

学校管理費が大幅に増額され
ているが、理由は何か。
小学校費836万円、中学校費
355万円の増額は、電気代の
高騰によるものである。

答

補助金の増額をしたが、収入
減少などの相談はあったか。
子育て世代へ水道使用料の補
助金を増額したが、生活保護
などの相談はない。

答

問 問

問 問

【保険年金課】
精算金の確定

後期高齢者医療給付費精算金
4,2５９万円の歳入は。
令和３	年度市町村別給付実績
処理の完了に伴い市町村療養
給付費が確定したため。

答

問

【生涯学習課】
児童公園の管理費
児童公園の管理費が増額補正
されている理由は。
中央児童公園の完成に伴い、
支障木の伐採などの公園環境
整備のため。

答

問

　中央児童公園の現地視察を行った。

古い遊具が撤去され、今年度中には新

しい遊具が設置される。

　子どもの笑顔があふれる本町の新し

いランドマークになることを期待する。

（原田地内）
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　美咲町議会では、持続可能な社会を目指す「ＳＤＧｓ」をテーマとして若い世代との交流を深める活動を
続けています。今回は、「九州大学大学院客員准教授・加留部貴行先生」を講師にお迎えして美作高校生
8人と「高校生と大人が一緒に取り組めることは！？」と題した合同研修会を実施しました。
　未来ある高校生たちの活発な意見には、頼もしさを感じる場面が数多くありました。

　土佐山学舎は平成27年開校の義務教育学校で
ある。開校時の児童生徒数は98名。集落存続の危
機を打開するため、学校が地域活性化の中核とな
る魅力ある学校づくりに挑戦。英語教育に力を入れ
ながら地域ぐるみの小中一貫教育の利点を生か
し、あえて中山間地域に子どもたちを呼び込む「選
ばれる学校」の教育モデルとなっている。
　現在、児童生徒数は138人（内、校区外は73人）。

～高校生と大人が一緒に取り組めることは！？～

高知市立義務教育学校 「土佐山学舎」を視察

美作高校生と議員の合同研修会

美作高校白梅ホールにて

英会話でコミュニケーション

動 画



町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
質問の状況については、
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

ページ 議員名 質　問　内　容

10 左居  喜次
１．住み続けたいと思うまちづくりを
２．初期の目的を終えた施設の方向性は

11 延原  正憲
１．柵原インターチェンジの有効活用を
２．柵原観光マップの有効活用を

12 中西  伶王
１．黄福タクシー要綱の改変は
２．どう取り組む農業振興

13 板垣  正寿
１．校則を見直す場は用意できているか
２．不登校児童生徒に対する支援の充実を
◇   主権者教育の充実を求める

14 山本     資
１．国の農業政策確認時期は
２．美咲桃太郎伝説をどう活かすのか

15 矢吹  一郎
１．子ども家庭庁創設への対応は
２．農業施策の見直しへの対応は
◇   民法改正への取り組みは

ページ 議員名 質　問　内　容

16 三船  博之
１．農地中間管理機構の現状は
２．公有財産（施設）の処分は

17 藤井  智江

１．４・３・２制は慎重にすべきでは
２．帯状疱疹ワクチンへの助成はできないか
◇   国民健康保険の現状は
◇   介護保険の今後は

18
松田  英二 １．資源ごみ集団回収奨励金の増額を

則吉  洋介 １．人口減少対策の具体策は

美咲町指定天然記念物　随神ヒノキ（推定樹齢250年）　江与味の八幡宮社叢
※大ムクロジ、二本杉　（推定樹齢400年）

9 みさき

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

左居喜次（さこ  よしつぐ）議員

動 画

住んで良かった美咲町に向けて

募集いたします。有効活用

町民に焦点を当てた施策を優先

問　
亀
甲
駅
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
た
看
板

に
は
町
内
３
地
域
を
代
表

す
る
景
色
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
町
内
を
回
っ

て
み
る
と
、
道
路
は
草
や

木
で
覆
わ
れ
、
農
地
は
荒

廃
し
、
多
く
の
空
き
家
が

見
受
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
看
板
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
町

の
看
板
で
あ
る
棚
田
で
さ

え
維
持
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。

　
魅
力
を
感
じ
、
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
２
期
目
を

迎
え
た
青
野
町
長
の
所
見

を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
と
す
る
４
年
間

の
取
り
組
み
は
、
目
指
す

べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
（
土
台
・
基

礎
）を
創
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
４
年
間

は
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て
、
更
な
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　

そ
の
た
め
町
民
に
焦
点

を
当
て
た
、
ソ
フ
ト
施
策

を
優
先
す
る
行
政
運
営
に

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

困
っ
て
い
る
人
を
だ
れ

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、

み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
に
、
町
職
員
と
一

緒
に
取
り
組
む
。

住み続けたいと思うまちづくりを

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

質問

答弁

質問

答弁

初期の目的を終えた施設の方向性は

処分を行い財源の確保や経費の削減に努める

問　
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
の
見
直
し
に
よ

り
、
初
期
の
目
的
を
終
え

た
公
共
施
設
を
、
目
的
の

な
い
ま
ま
に
町
が
所
有
し

続
け
る
こ
と
は
、
将
来
に

大
き
な
負
担
を
残
す
こ
と

に
な
る
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設

の
方
向
性
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
い
。

答
青
野
町
長

　

現
在
進
め
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
複
数
の

施
設
を
複
合
化
し
機
能
が

集
約
さ
れ
る
。
目
的
を
終

え
た
施
設
は
、
原
則
、
譲

渡
や
解
体
な
ど
に
よ
り
処

分
を
行
い
、
財
源
の
確
保

や
経
費
の
削
減
に
努
め
る
。

問　
解
体
費
用
の
財
源

は
ど
う
確
保
す
る
か
。

答
篠
原
理
財
課
長

　

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
伴
う
解
体
費
用
は
、

合
併
特
例
債
を
充
て
る
。

問　
学
校
施
設
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省

が
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

活
用
方
法
や
民
間
企
業
を

募
集
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
施
設

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
取

り
組
み
を
進
め
た
ら
ど
う

か
。答

光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

文
部
科
学
省
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活

用
し
、
情
報
を
公
開
し
、

広
く
募
集
を
か
け
る
。



11 みさき

質問

答弁 新たな地域づくりに向け検討する

質問

答弁

延原正憲（のぶはら  まさのり）議員

動 画

問　
美
作
岡
山
道
路
事

業
の
用
地
補
償
説
明

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
が
実
質
的
に
動
き
始

め
た
。

①
滝
谷
池
堤
体
撤
去
工
事

の
着
工
は
い
つ
か
。

②
11
月
19
日
開
催
の
物
件

移
転
調
査
協
力
者
と
の
懇

談
会
の
実
施
状
況
は
。

③
11
月
26
日
の
内
水
対
策

説
明
会
の
開
催
状
況
は
。

④
飯
岡
地
区
で
の
公
共
施

設
整
備
計
画
は
。

⑤
柵
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
有
効
活
用
の
企
画
は
。

答
前
田
建
設
課
長

①
岡
山
県
が
令
和
５

年
の
出
水
期
ま
で
に
は
、

堤
体
の
一
部
を
撤
去
す
る

計
画
で
あ
る
。

③
排
水
ポ
ン
プ
だ
け
の
対

応
策
で
は
不
安
が
あ
る
と

の
意
見
が
あ
り
、
遊
水
池

も
併
用
す
る
案
を
地
元
に

提
案
し
た
。

答
牧
野
柵
原
総
合
支
所
長

②
対
象
者
22
名
の
内

14
名
が
参
加
し
、
穏
や
か

な
状
況
の
中
で
個
々
の
話

を
聞
い
た
。

　
今
後
も
対
応
し
て
い
く
。

答
青
野
町
長

④
飯
岡
地
区
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

県
が
対
応
す
る
も
の
、
町

が
実
施
す
る
も
の
な
ど
区

分
・
整
理
し
、
事
業
化
を

図
り
た
い
。

⑤
本
町
の
東
の
玄
関
と
し

て
、
オ
ー
ル
美
咲
町
で
、

夢
を
持
っ
て
、
新
た
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
検
討

す
る
。

柵原インターチェンジの
有効活用を

質問

答弁

質問

答弁 柵
原
観
光
マッ
プ
の
有
効
活
用
を

本
町
全
体
で
の
看
板
配
置
を
検
討
す
る

問　
柵
原
観
光
マ
ッ
プ

の
有
効
活
用
を
求
め

る
。

　
柵
原
地
域
に
設
置
さ
れ

て
い
る
観
光
案
内
看
板
６

基
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。

①
９
月
の
台
風
14
号
で
１

基
が
倒
壊
し
た
。
残
る
５

基
の
安
全
点
検
は
実
施
し

た
か
。

②
令
和
２
年
９
月
議
会
で
、

調
査
の
上
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
検
討
す
る
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、検
討
結
果
は
。

③
書
き
換
え
な
ど
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
有
効
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

①
台
風
後
す
ぐ
に
安

全
点
検
を
実
施
し
た
。

　

点
検
の
結
果
、
高
下
、

塚
角
の
２
基
は
安
全
面
か

ら
撤
去
を
考
え
て
い
る
。

②
議
会
後
に
、
食
堂
か
め

っ
ち
。
と
美
咲
町
物
産
セ

ン
タ
ー
に
※
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
た
。

答
青
野
町
長

③
案
内
看
板
は
来
町

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。　
　
　

　

今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

最
新
の
情
報
発
信
で
き
る

環
境
を
充
実
さ
せ
、
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
は
、
本
町
全
体
に
あ
る

案
内
看
板
の
配
置
な
ど
も

含
め
検
討
す
る
。

いらっしゃい美咲町へ

真剣に聞き入る住民説明会

※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　

映
像
に
よ
る
電
子
看
板

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

中西伶王（なかにし  れお）議員

動 画

どう取り組む農業振興

人事交流を行い体制強化を図りたい

持続可能な農業振興を

公共交通会議で十分検討したい

問　
現
在
の
黄
福
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
数
お

よ
び
利
用
状
況
は
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

黄
福
タ
ク
シ
ー
の

登
録
者
数
は
、
令
和
３
年

度
末
で
３
，０
５
９
人
で

あ
る
。

　

ま
た
、
１
，６
４
５
人

が
令
和
３
年
度
に
利
用
し

て
お
り
、
全
体
で
は
３
万

５
，５
７
９
回
の
運
行
を

し
て
い
る
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
地
域

内
、
旧
町
内
が
２
万
３
，

５
２
９
回
、
町
内
利
用
が

１
，７
８
７
回
、
町
外
の

利
用
は
１
万
２
６
３
回
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
黄
福
タ
ク
シ
ー

の
事
業
費
は
、
令
和
元
年

度
、
２
年
度
、
３
年
度
の

い
ず
れ
も
７
，０
０
０
万

円
前
後
を
町
が
負
担
し
て

い
る
。

問　
健
常
者
と
障
が
い

者
の
は
ざ
ま
に
位
置

す
る
人
な
ど
、
黄
福
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
く
て
も

利
用
で
き
な
い
人
も
い
る
。

　
今
後
、
黄
福
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
や
す
い
要
綱
へ

改
変
は
で
き
な
い
か
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
で
あ
る
か
課
題
を

整
理
し
、
横
断
的
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

事
業
費
の
増
加
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
制

度
の
見
直
し
や
運
営
に
関

し
て
は
、
公
共
交
通
会
議

な
ど
で
十
分
検
討
し
た
い
。

問　
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
、
今

後
ど
の
よ
う
な
体
制
で
守

り
、
振
興
を
し
て
い
く
の

か
。答

青
野
町
長

　

今
後
一
層
の
農
業

振
興
を
図
る
た
め
長
期
的

視
点
に
立
ち
、
本
町
の
農

業
施
策
の
基
本
的
方
向
性

を
定
め
る
（
仮
称
）
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
国
や
県
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
、
情
報
収
集

や
有
益
な
施
策
な
ど
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き

る
体
制
も
重
要
で
あ
る
。

　

農
業
振
興
を
図
る
た
め
、

県
農
林
水
産
部
農
産
課
に

加
え
、
農
林
水
産
省
と
人

事
交
流
を
実
施
し
、
体
制

の
強
化
を
図
り
た
い
。

　

農
林
水
産
省
か
ら
人
材

を
登
用
す
る
こ
と
で
、
職

員
が
刺
激
を
受
け
、
他
団

体
の
成
功
事
例
や
国
の
財

政
的
支
援
情
報
な
ど
、
多

く
の
有
益
な
情
報
を
得
る
。

　

農
林
水
産
省
で
培
っ
た

能
力
を
生
か
し
、
農
業
振

興
に
寄
与
し
て
く
れ
る
と

期
待
を
し
て
い
る
。

問　
（
仮
称
）
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

後
に
、
本
町
の
農
業
の
実

態
を
改
善
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
か
。

答
青
野
町
長

　

少
し
で
も
本
町
の

農
業
の
状
況
が
改
善
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

黄福タクシー要綱の改変は

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

 

■町町内内⇔⇔町町内内のの利利用用のの場場合合 

地域内は片道３３０円、地域を超える場合は片道最大千

円の負担で移動できます。（通常料金二千円までは半

額、それ以上は千円の負担） 

■町町内内⇔⇔町町外外のの利利用用のの場場合合 

通常料金一万円までは、片道半額負担で移動できます。 

（一万円を越えた部分は自己負担。乗車場か降車場の

どちらかが美咲町内であること）。 

タクシー料金が安くなる 

黄福タクシー利用者証 

使えるタクシー会社は６社 

①①身身体体障障害害者者手手帳帳のの交交付付をを受受けけてていいるる者者    

②②要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者  

③③単単独独でで公公共共交交通通機機関関をを利利用用すするるここととがが困困難難なな者者 

利用者証のみ 

■■有有本本タタククシシーー（（☎☎00886688･･6666･･11110011））  

■■西西川川タタククシシーー（（☎☎00886677･･2277･･22001177））  

■■久久米米タタククシシーー（（本本社社☎☎00886688･･6666･･11222299））  

■■久久米米タタククシシーー（（柵柵原原☎☎00886688･･6622･･77005500））  

■■美美咲咲タタククシシーー（（☎☎00886688・・6666・・77771188））  

■■介介護護タタククシシーーそそよよ風風（（☎☎00886688･･6622･･00226644））  

■■介介護護タタククシシーーみみああげげ（（☎☎00886688･･6644･･22441155））  
黄福タクシーを申請できる人 

美咲町内のタクシー会社を利用してください。 

特定機能病院・地域医療支援病院への通院利用は一万円を超えても負担は半額 
●●県県内内のの特特定定機機能能病病院院 

岡山大学病院、川崎医療大学付属病院    

●●県県内内のの地地域域医医療療支支援援病病院院 

岡山医療センター、岡山中央病院、済生会総合病院、榊原病院、岡山赤十字病院、岡山旭東病院、岡山労災病院、岡山市民病院、

倉敷中央病院、赤磐医師会病院、津山中央病院、川崎病院 

運転免許証を持っていても作れます。 

一一人人ででタタククシシーー乗乗降降ががででききるるかか、、介介助助者者がが同同行行ででききるる美美咲咲町町

在在住住者者ののううちち、、次次ののいいずずれれかかにに該該当当すするる人人。。  

①満６５歳以上㻌 （※試行期間）� 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

②各種手帳の交付を受けている（身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害者保健福祉手帳・特定疾患医療受給者証）�

③要支援・要介護の認定を受けている 

④妊婦（一年間の期間限定。母子手帳と一緒に健康推進課で交付） 

 

申申請請書書はは役役場場ににあありりまますす。。（（くくららしし安安全全課課・・各各支支所所地地域域振振興興課課））  
写写真真（（役役場場でで撮撮影影可可））、、誕誕生生日日がが確確認認ででききるるもものの（（保保険険証証等等））、、  

②②③③でで申申請請のの場場合合はは手手帳帳・・認認定定証証、、ををおお持持ちちくくだだささいい。。代代理理申申請請のの場場合合

はは、、申申請請者者のの写写真真とと身身分分証証明明証証をを必必ずずおお持持ちちくくだだささいい。。※※更更新新不不要要  

美美咲咲町町ののタタククシシーー券券とと併併用用可可  

愛愛カカーードドかか身身障障・・療療育育手手帳帳とと併併用用可可  

 

 

妊妊婦婦ささんん用用はは  
カカーードドササイイズズ  ■黄福タクシーの問合せ・申請は 

くくららしし安安全全課課  00886688--6666--11111122      

旭総合支所地域振興課 0867-27-3111 

柵原総合支所地域振興課 0868-62-1111 

 

■町町内内⇔⇔町町内内のの利利用用のの場場合合 

片道３３０円で移動できます。 

■町町内内⇔⇔町町外外のの利利用用のの場場合合 

利用者証のみの町外利用料金と同じです。 

■イイベベンントト会会場場へへ利利用用のの場場合合 

美咲町主催・共催・後援のイベント会場（会場⇔自宅）へ

は片道１００円で移動できます。 

利利用用者者証証  ＋＋  各各種種手手帳帳 

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 絶えず見直しを図るよう指導する

質問

答弁

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

動 画

問　
各
中
学
校
の
校
則

は
、
生
徒
、
保
護
者

が
確
認
で
き
る
状
態
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
生
徒
、保
護
者
、地
域
の

校
則
に
関
す
る
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
学
校
で
の

見
直
し
を
促
す
た
め
、
文

部
科
学
省
が
示
し
て
い
る

取
り
組
み
事
例
の
通
り
、

校
則
を
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
生
徒
、
保
護
者

と
校
則
を
見
直
し
す
る
場

は
用
意
で
き
て
い
る
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

校
則
に
つ
い
て
普

段
か
ら
学
校
関
係
者
以
外

で
あ
っ
て
も
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
、
児
童
生
徒

が
さ
ら
に
自
主
的
に
遵
守

で
き
、
校
則
が
自
分
事
と

捉
え
ら
れ
る
よ
う
事
例
の

紹
介
を
し
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
す
る
よ
う
助

言
す
る
。

　

校
則
の
見
直
し
は
、
生

徒
会
、
P
T
A
で
の
協
議

を
経
て
学
校
に
要
望
し
、

職
員
会
議
を
経
て
学
校
長

が
決
定
す
る
。

　

校
則
が
社
会
通
念
上
合

理
的
か
、
教
育
目
標
の
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
、

絶
え
ず
見
直
し
を
図
る
よ

う
指
導
す
る
。

校則を見直す場は
用意できているか

質問

答弁

質問

答弁 不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る支

援
の
充
実
を

I
C
T
を
活
用
し
た

支
援
の
可
能
性
を
進
め
た
い

問　
不
登
校
は
悪
い
と

い
う
根
強
い
偏
見
を

払
拭
し
、
学
校
・
家
庭
・

社
会
が
理
解
と
受
容
の
姿

勢
を
持
つ
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
に

つ
い
て
周
知
で
き
て
い
る

か
。

　
ま
た
、
登
校
や
学
校
復

帰
と
い
う
結
果
の
み
を
目

標
と
せ
ず
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
、
不
登
校
特
例
校
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
※
I

C
T
を
活
用
し
た
学
習
支

援
な
ど
多
様
な
教
育
機
会

を
確
保
で
き
て
い
る
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

普
段
か
ら
地
域
の

協
力
を
得
な
が
ら
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
自
己

肯
定
感
が
向
上
す
る
よ
う

配
慮
に
努
め
て
い
る
。

　

困
り
ご
と
の
相
談
先
や

学
校
の
良
さ
な
ど
を
広
報

す
る
形
で
の
周
知
を
検
討

す
る
。

　

学
校
を
選
択
し
な
い
児

童
・
生
徒
に
お
い
て
は
、

専
門
的
な
機
関
と
連
携
し
、

社
会
的
自
立
を
図
っ
て
い

る
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
に
教

育
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
専
門
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
支

援
、
対
策
に
努
め
る
。

　

今
後
は
I
C
T
を
活
用

し
た
支
援
の
可
能
性
を
進

め
た
い
。

みんなでルールを考えよう

いろんな学びがあるんだね

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

情
報
通
信
技
術

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

山本　資（やまもと  たすく）議員

動 画

美咲桃太郎伝説をどう活かすのか

観光振興につなげるよう検討する

がんばるぞ　環境保全

日本一の美咲桃太郎伝説

補助事業のルールに従って
対応する

問　
本
町
は
緑
に
囲
ま

れ
た
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
先
人
た
ち
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
町
民
の

郷
土
愛
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
。

　
近
年
で
は
、
美
し
い
景

観
の
形
成
や
自
然
環
境
の

保
全
は
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
や
多
面
的

機
能
支
払
制
度
な
ど
、
行

政
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

地
域
農
家
が
日
々
担
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
気
象
状
況
の

変
化
や
鳥
獣
害
対
策
な
ど
、

地
域
農
業
の
在
り
方
は
変

化
し
て
お
り
、
各
種
制
度

の
手
続
き
や
確
認
時
期
が

農
繁
期
と
重
な
り
、
制
度

を
活
用
で
き
て
い
な
い
人

も
い
る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
制
度
活
用

が
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
事

業
執
行
を
求
め
る
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
多
面
的
機

能
支
払
制
度
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
農
村
環
境
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠

の
制
度
で
あ
る
。

　

両
制
度
の
活
動
に
参
加

し
て
い
る
皆
さ
ん
、
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
る
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

気
象
状
況
や
地
域
農
業

の
在
り
方
な
ど
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事

業
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
美
咲
桃
太
郎
の
会

を
中
心
と
し
て
盛
大

に
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

感
銘
を
受
け
た
。

　
本
町
の
認
知
度
向
上
に

大
い
に
貢
献
し
た
も
の
と

思
う
。

　
今
後
、
桃
太
郎
伝
説
発

祥
の
地
を
ど
の
よ
う
に
観

光
振
興
に
活
か
す
の
か
。

　
ま
た
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
し
っ
か
り
学
ん
で

も
ら
い
、
本
町
の
未
来
を

託
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
児
童
・
生
徒
の
育
成
に

向
け
た
考
え
は
。

答
青
野
町
長

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

開
催
の
意
義
は
、
多
く
の

町
民
が
支
え
あ
い
な
が
ら
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
の
灯

か
り
を
受
け
継
ぐ
と
と
も

に
、
町
内
外
の
人
た
ち
と

の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
を
図

る
上
で
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
本
町
を
売
り
込
む
大

き
な
魅
力
で
あ
る
。

　

今
後
、
観
光
振
興
に
つ

な
げ
る
な
ど
検
討
し
た
い
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

美
咲
桃
太
郎
伝
説

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ

の
地
の
歴
史
や
文
化
を
再

認
識
す
る
郷
土
学
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
、
児
童
・

生
徒
の
郷
土
愛
を
醸
成
し
、

将
来
の
本
町
を
担
う
人
材

育
成
を
図
り
た
い
。

国の農業政策確認時期は

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 組織体制の見直しを検討する

質問

答弁

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

動 画

問　
国
は
、
子
ど
も
を

政
策
の
真
ん
中
に
置

き
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
む
方
針
で
あ
る
。

　
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
の
先
行
事
例
と
し
て
、

今
回
の
補
正
予
算
で
、
伴

走
型
相
談
支
援
と
経
済
支

援
の
充
実
を
図
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
た
。

①
令
和
5
年
度
の
子
ど
も

家
庭
庁
創
設
に
伴
い
「
子

ど
も
基
本
法
」
が
成
立
し

た
が
、
町
長
の
所
見
を
問

う
。

②
国
は
、
省
庁
の
縦
割
り

を
廃
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
策
に
か
か
わ
る
、

子
ど
も
施
策
の
司
令
塔
と

し
て
『
子
ど
も
家
庭
庁
』

を
創
設
す
る
が
、
本
町
の

事
務
体
制
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

答
青
野
町
長

①
２
期
目
の
町
政
運

営
に
あ
た
り
、
子
ど
も
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
を
目

指
す
こ
と
を
公
約
と
し
て

掲
げ
た
。　
　

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

策
は
主
要
施
策
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
に
も

よ
り
一
層
耳
を
傾
け
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

と
な
る
よ
う
役
場
の
全
て

の
課
が
連
携
し
取
り
組
む
。

②
岡
山
県
で
は
、仮
称『
子

ど
も
・
福
祉
部
』
を
創
設

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
の
幸
せ
最
優

先
の
支
援
策
が
図
れ
る
よ

う
、
仮
称
『
こ
ど
も
笑
顔

課
』
の
設
置
な
ど
、
組
織

体
制
の
見
直
し
を
検
討
す

る
。

子ども家庭庁創設への対応は

質問

答弁

質問

答弁 農
業
施
策
の
見
直
し
への
対
応
は

国
の
施
策
に
沿
っ
た
方
向
で
進
め
た
い

問　
国
は
新
し
い
資
本

主
義
の
も
と
３
本
の

柱
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
よ
り
、
食
料
安
全
保
障

上
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を

受
け
、
20
年
ぶ
り
に
総
合

的
な
検
証
を
行
い
、
見
直

し
の
検
討
を
開
始
す
る
と

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
食
料
安
全
保

障
を
４
本
目
の
柱
と
し
て

食
料
の
増
産
を
推
し
進

め
、
中
・
長
期
的
に
展
開

す
る
方
針
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
本

町
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　
国
に
お
い
て
は「
食

料
・
農
業
・
農
村
」
政
策

審
議
会
で
一
年
程
度
か
け

議
論
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
審
議

会
の
進
捗
状
況
を
注
視
し
、

国
の
施
策
に
沿
っ
た
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
。

　

人
手
不
足
や
荒
廃
農
地

解
消
の
た
め
に
、
農
業
経

営
の
安
定
化
を
図
り
、
町

振
興
作
物
の
産
地
化
や
高

収
益
作
物
へ
の
転
換
を
推

進
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
令
和
６
年
よ
り

食
糧
安
全
保
障
へ
の
強
化

に
向
け
て
の
構
造
転
換
対

策
と
し
て
、
水
田
活
用
強

化
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
正
し
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
業
版
小
規
模

多
機
能
自
治
と
も
言
え
る

「
※
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
」

の
推
進
も
行
う
。大きくなぁれ 美咲の農業

子どもの笑顔がみんなの笑顔

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

※
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

　

中
山
間
地
域
の
保
全
の
た

め
の
地
域
運
営
組
織

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

公有財産(施設)の処分は

審議会の意見を聴きながら進める

農地の適正な利用を

待ったなし! 行財政改革

信頼できる制度になるよう
努める

問　
農
地
中
間
管
理
機

構
を
利
用
し
て
の
、

耕
作
地
の
出
し
手
と
受
け

手
の
状
況
・
貸
し
出
し
た

後
の
農
地
の
管
理
状
況

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

本
町
で
は
、
貸
付

希
望
面
積
を
上
回
る
借
受

希
望
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

　

貸
し
付
け
た
農
用
地
な

ど
が
適
正
に
利
用
さ
れ
る

た
め
に
貸
付
先
に
対
し
て
、

利
用
状
況
の
報
告
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

現
地
調
査
を
行
う
な
ど
、

状
況
を
把
握
し
指
導
す
る

事
に
な
っ
て
い
る
。

問　
国
・
県
の
施
策
で

あ
る
が
、
適
正
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が

見
受
け
ら
れ
る
。
窓
口
で

あ
る
本
町
が
積
極
的
に
取

り
組
み
、
制
度
の
目
的
を

達
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

地
域
の
話
し
合
い

の
中
で
、
こ
の
制
度
が
信

頼
で
き
る
制
度
に
な
る
よ

う
努
め
る
。

問　
農
業
版
小
規
模
多

機
能
自
治
と
は
何
か
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

複
数
の
集
落
機
能

を
補
完
し
農
業
を
核
と
し

て
、
経
済
活
動
と
併
せ
て

生
活
支
援
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
を
し
て
行

く
こ
と
で
農
村
R
M
O
を

設
立
し
て
い
き
た
い
。

問　
広
報
み
さ
き
の
行

財
政
改
革
の
ペ
ー
ジ

に
、
公
有
財
産
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
ま
で
に
方
針
・

方
向
性
を
示
す
よ
う
に
決

定
し
た
と
載
っ
て
い
た

が
、
具
体
的
な
動
き
を
も

っ
と
早
く
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答
青
野
町
長

　

賢
く
収
縮
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
公

共
施
設
の
再
編
成
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
だ
。

　

令
和
８
年
ま
で
待
つ
の

で
は
な
く
目
的
の
終
わ
っ

た
借
地
の
上
に
建
つ
施
設

に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、

地
権
者
と
話
し
を
行
い
町

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
。

　

行
財
政
改
革
審
議
会
の

意
見
を
参
考
に
し
て
進
め

て
い
く
。

問　
合
併
特
例
債
の
使

え
な
い
施
設
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
借
地
に
あ
る
施

設
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
篠
原
理
財
課
長

　

美
咲
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
建
築
系
公
共
施
設
の

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
施
設
計

画
を
立
て
て
い
く
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
審

議
会
の
専
門
部
会
で
策
定

を
進
め
て
い
る
。

農地中間管理機構の現状は

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 慎重に協議検討の上決定している

質問

答弁

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

動 画

問
①
町
長
は
学
校
を
拠

点
と
し
た
柵
原
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
の

進
捗
状
況
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

②
６
月
議
会
で
、
教
育
次

長
が
地
域
説
明
会
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
ど
う
検
討
し
た
か
。

③
校
則
を
決
め
る
と
き
は

子
ど
も
た
ち
が
主
体
で
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
義
務
教
育
学
校
の
４
・

３
・
２
制
は
慎
重
に
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

①
学
校
を
拠
点
と
し

た
地
域
づ
く
り
は
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
、
地

域
・
学
校
共
同
活
動
と
し

て
既
に
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
。

②
各
関
係
者
代
表
が
、
組

織
の
意
見
を
集
約
し
協
議

し
て
い
る
が
、
全
体
説
明

会
の
機
会
を
今
後
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

③
学
校
で
は
、
生
徒
指
導

の
観
点
か
ら
原
案
を
考
え
、

教
職
員
・
児
童
会
・
生
徒

会
・
保
護
者
で
検
討
し
課

題
や
疑
問
点
が
出
た
場
合

は
随
時
、
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
検
討
や
見
直
し
を

行
う
。

④
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ

り
方
へ
の
対
応
や
子
ど
も

の
発
達
段
階
な
ど
慎
重
に

協
議
検
討
の
上
、
２
年
以

上
の
時
間
を
か
け
開
校
準

備
検
討
委
員
会
で
決
定
さ

れ
て
い
る
。

４・３・２制は慎重にすべきでは

質問

答弁

質問

答弁 帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
への

助
成
は
で
き
な
い
か

国
の
審
議
状
況
を
注
視
し
検
討

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
９
月
議

会
で
同
僚
議
員
ご
自
身
の

体
験
、
治
療
費
の
積
算
な

ど
を
示
し
て
助
成
で
き
な

い
か
と
質
問
し
た
が
、
町

民
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ

り
、
再
度
質
問
す
る
。

①
ワ
ク
チ
ン
は
有
効
か
。

②
有
効
期
間
は
。

③
単
価
は
い
く
ら
か
。

④
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
平
健
康
推
進
課
長

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

発
症
の
予
防
、
重
症
化
を

防
ぐ
効
果
が
あ
る
。

　

現
在
、
50
歳
以
上
の
人

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
で
あ
る
。　
　
　
　

②
③
弱
毒
化
ウ
イ
ル
ス
の

生
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
接

種
で
予
防
効
果
50
％
で
有

効
期
間
は
５
年
か
ら
７
年
、

費
用
は
７
，０
０
０
円
か

ら
１
万
円
で
あ
る
。

　

遺
伝
子
組
み
替
え
の
不

活
性
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接

種
が
必
要
で
予
防
効
果
は

90
％
、
有
効
期
間
は
９
年

程
度
、
費
用
は
１
回
２
万

円
か
ら
２
万
５
，０
０
０

円
で
あ
る
。

④
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

予
防
接
種
に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
定
期
接
種
化

に
向
け
厚
生
科
学
審
議

会
・
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

分
科
会
で
有
効
性
や
安
全

性
、
費
用
対
効
果
な
ど
定

期
接
種
化
へ
向
け
審
議
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

助
成
に
つ
い
て
は
、
国

の
判
断
を
注
視
し
検
討
す

る
。

どんどん進む義務教育学校

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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松田英二（まつだ  えいじ）議員

則吉洋介（のりよし  ようすけ）議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

動 画

動 画

ごみ減量化へ総合的に検討する

多角的な取り組みを行う

資源ごみ集団回収奨励金の増額を

人口減少対策の具体策は

　　　　　　資源ごみ集団回収推進団体奨励金
年度 団体数 資源回収数量 奨励金額

令和　４ 17 ５５．６ｔ ２７万８００５円

令和　３ 29 １１１．１ｔ ５５万５７７０円

令和　２ 31 １０９．４ｔ ５４万６９９５円

令和　元 36 １４２．２ｔ ７０万３２００円

平成　３０ 35 １５３．０ｔ ７６万５２３０円

平成　２９ 33 １４７．８ｔ ７３万９２５７円

平成　２８ 34 １２０．８ｔ ５９万２３５７円

合計 延べ２１５ ※８４０ｔ ※４１８万円

※奨励金対象＝紙・雑誌・段ボール・缶・牛乳パック・衣類

※ごみ処理量＝３４００トン ※ごみ処理負担金＝約６０００万円

※１００トンのごみ処理負担金＝約１７０万円

問　
本
町
が
加
盟
す
る

津
山
圏
域
資
源
循
環

施
設
組
合
で
は
、
令
和
４

年
１
月
か
ら
「
ご
み
減
量

共
同
宣
言
」
を
行
っ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
平
成
23
年
度

か
ら
資
源
ご
み
集
団
回
収

（
廃
品
回
収
）
を
実
施
す

る
団
体
に
対
し
て
奨
励
金

を
支
給
し
て
い
る
が
、
こ

の
奨
励
金
を
増
額
す
る
事

で
資
源
の
再
利
用
や
ご
み

を
減
ら
す
住
民
意
識
の
強

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

答
桜
井
住
民
税
務
課
長

　

津
山
圏
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
安
定
稼
働
の

た
め
に
は
、
古
紙
や
布
類

を
再
資
源
化
す
る
協
力
団

体
を
増
や
し
て
い
く
事
が

問　
岡
山
県
下
ワ
ー
ス

ト
の
人
口
減
少
が
続

い
て
い
る
が
具
体
的
な
対

策
は
あ
る
か
。

答
青
野
町
長

　

人
口
減
少
は
本
町

と
し
て
も
最
大
の
課
題
と

し
、
町
民
を
あ
げ
て
の
取

り
組
み
や
他
の
応
援
も
含

め
て
対
策
を
し
て
い
る
。

　

若
者
の
定
住
・
移
住
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、「
住

ま
い
」「
子
育
て
」「
仕
事
」

の
三
つ
の
分
野
の
施
策
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

・「
住
ま
い
」に
つ
い
て
は

若
者
や
子
育
て
世
代
に
適

し
た
分
譲
地
、
空
き
家
な

ど
、
住
ま
い
の
選
択
の
幅

を
広
げ
、
そ
れ
に
と
も
な

う
経
済
的
支
援
を
行
う
。

・「
子
育
て
」に
つ
い
て
は

若
い
世
代
が
子
育
て
し
や

す
い
環
境
へ
の
見
直
し
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
問
題
を
総
合
的
に

支
援
し
、
子
育
て
は
美
咲

町
で
と
考
え
て
い
る
人
た

ち
を
物
心
両
面
で
応
援
し

て
い
く
。

・「
仕
事
」に
つ
い
て
は
新

規
事
業
者
に
対
し
創
業
資

不
可
欠
で
あ
り
、
奨
励
金

の
見
直
し
な
ど
総
合
的
に

検
討
す
る
。

問　
津
山
圏
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
は
１
０
０
億
円
近
い
費

用
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
施
設
を
で
き
る

だ
け
長
持
ち
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ご
み
の
資
源
化
・

分
別
の
徹
底
が
欠
か
せ
な

い
。
住
民
意
識
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
期
待

す
る
。

答
青
野
町
長

　

奨
励
金
の
見
直
し

だ
け
で
は
な
く
、
全
体
的

な
制
度
設
計
の
見
直
し
を

行
い
、
町
全
体
と
し
て
ご

み
減
量
化
に
向
け
て
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

金
の
２
分
の
１
、
上
限
１

０
０
万
円
を
助
成
す
る
事

業
を
行
う
な
ど
、
新
た
な

雇
用
増
加
、
地
域
の
活
性

化
の
た
め
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
産
業
団
地
適
地
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
準
備

を
進
め
て
い
る
。

１−１（１）　人口の推移（国勢調査）

区分
昭和35年 昭和50年 平成2年 平成17年 平成27年 令和2年
実数 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率

総数 32,864人 20,815人 △36.7％ 18,972人 △3.8％ 16,577人 △5.6％ 14,432人 △7.7％ 13,053人 △9.6％
0 歳～14 歳 10,501 3,718 △64.6 3,085 △12.1 1,935 △13.8 1,615 △8.6 1,423 △11.9
15 歳～64 歳 19,830 13,645 △31.2 11,431 △6.1 9,000 △8.0 7,217 △13.6 6,205 △14.0

うち
15 歳 ～ 29 歳 (a) 6,875 3,622 △47.3 2,391 △6.0 2,131 △14.5 1,428 △19.3 1,230 △13.9

65 歳以上 (b) 2,533 3,452 36.3 4,456 10.4 5,642 2.0 5,600 △1.4 5,425 △3.1
(a)/総数　若年者比率 20.9 17.4 12.6 12.9 9.9 9.4
(b)/総数　高齢者比率 7.7 16.6 23.5 34,0 38.8 41.5

資源ごみ集団回収推進団体奨励金
年度 団体数 資源回収数量 奨励金額

令和４ 17 55.6t 27万8,005円

令和３ 29 111.1t 55万5,770円

令和２ 31 109.4t 54万6,995円

令和元 36 142.2t 70万3,200円

平成30 35 153.0t 76万5,230円

平成29 33 147.8t 73万9,257円

平成28 34 120.8t 59万2,357円

合計 延べ215 ※840t ※418万円
委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
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令和 5 年 3 月定例会の予定 表紙の紹介
～美作高校　英語ユネスコ部交流会～

　令和5年3月に予定されている美咲町議会定例会は
◆２月２７日（月）開会～３月１７日（金）閉会の１９日間
◆一般質問は２月２８日（火）～３月１日（水）の2日間
◆予算特別委員会は３月９日（木）～１４日（火）の実質
４日間

（なお、日程が変更され
る場合にはみさきテレ
ビなどでお知らせして
いきます）

　美咲町議会
では初めてとな
る高校生との
意見交換会を
美作高校英語
ユネスコ部と開
催できました。
鋭い質問にタジタジになる場面もありましたが、頼も
しく感じる瞬間でした。

訂　正 美咲町議会だより７０号7ページ人権擁護委員人事記事の中で表記に誤りがありました。
正しくは［池上佳苗氏（新任）・杉本八重美氏（再任）］に訂正してお詫びいたします。

19 みさき

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

特
　
　
集

美
作
高
校
合
同
研
修
会

町
政
を
問
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一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て

各
種
団
体
な
ど
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
し
た「
出
前
議
会
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
～
５
年
１
月
に
か

け
て「
連
石
自
治
会
」「
打
穴
西
自
治

会
」「
連
石
ぶ
ど
う
部
会
青
年
部
」の

皆
さ
ん
か
ら
議
会
の
活
動
や
町
政
全

般
ま
で
熱
の
こ
も
っ
た
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
好
評
で
す

�

出
前
議
会

　

美
咲
町
議
会
が
令

和
３
年
度
全
国
町
村

議
会
議
長
会
特
別
表

彰
を
受
賞
し
て
以
来
、

全
国
の
市
町
村
議
会

か
ら
視
察
研
修
の
依

頼
が
殺
到
し
、
東
北
・

関
東
・
四
国
・
九
州

各
地
方
の
議
会
議
員

が
令
和
４
年
10
月
～

５
年
１
月
に
か
け
て

続
々
と
美
咲
町
に
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
岡
県
那
珂
川
市
議
会　
議
会
広
報
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別
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員
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［
議
会
だ
よ
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視
察
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修
］

○
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県
砥
部
町
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議
会
広
報
常
任
委
員
会（
５
人
）

�
［
議
会
だ
よ
り
視
察
研
修
］

○
高
知
県
越
知
町
議
会　

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局（
11
人
）

�
［
議
会
運
営
視
察
研
修
］

○
栃
木
県
塩
谷
町
議
会　

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局（
９
人
）

�

［
議
会
運
営
視
察
研
修
］

○
福
岡
県
岡
垣
町
議
会　

議
会
運
営
委
員
会（
８
人
）

�

［
議
会
運
営
視
察
研
修
］

○
秋
田
県
井
川
町
議
会　

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局（
12
人
）

�

［
議
会
運
営
視
察
研
修
］

○
島
根
県
浜
田
市
議
会　
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会（
９
人
）

�

［
議
会
運
営
視
察
研
修
］

東
北
・
関
東
・
四
国
・
九
州
か
ら
続
々
と

打穴西公会堂
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１
月
８
日
に
は

「
20
歳（
は
た
ち
）

の
つ
ど
い
」が
開
催

さ
れ
平
成
14
年
度
に
生
ま
れ

た
若
者
た
ち
１
２
８
人
が
新

た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
民
法

の
改
正
に
よって
成
人
年
齢
が

18
歳
に
な
り
、
本
町
で
は
平

成
16
年
度
に
生
ま
れ
た
１
３

６
人
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま

す
。

　

地
元
で
生
ま
れ
、
地
元
で

育
っ
た
若
者
た
ち
が
地
元
で

生
活
で
き
る
基
盤
を
整
え
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
を
聴
く
活
動
と

し
て
美
作
高
校
生
と
議
会
と

の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

若
者
世
代
の
意
見
を
政
策

に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
政
治
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

 （
三
船
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
三
船
　
博
之

副
委
員
長
　
松
田
　
英
二

中
西
　
伶
王

矢
吹
　
一
郎

板
垣
　
正
寿

左
居
　
喜
次

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
第
5
回

　　　　　　や
な
は
ら
ひ
が
し

寺
子
屋

　　　　　　や
な
は
ら

子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　放課後の時間を利用し児童が自主的に宿題や自らの課題に取り組
む活動です。また、地域の大人たちが学習活動のサポートに参加し
て子どもたちの活動を支えています。

●どんな活動ですか

　「やなはらひがし」は毎週火曜日（祝日・学校休業日等は休室）の１６時００分～
１８時３０分までの間、北和気コミュニティ会館。
　「やなはら」は毎週月・金曜日（祝日・学校休業日等は休室）の１６時００分～
１９時００分までの間、多目的施設柵原集会所で活動しています。

●どこで活動していますか

　「やなはらひがし」は柵原東小学校児童、「やなはら」は柵原中学校生徒を対象
にしています。

●参加対象はだれですか

　宿題、学習ドリルなど生徒が個々の目標（学習カードに記入）を毎回決めて、教
科学習に取り組んでいます。

●具体的な活動内容は何ですか

　子どもと大人が「一緒に考える」、子ども自身が「やりきる」を基本とし、児童が
自ら教科学習などに取り組む姿勢を大切にしています。

●活動で大切にしていることは何ですか

　両教室とも地域の大人たちが一人ひとりに寄り添った学習支援活動を行っています。
●どんなところが特徴ですか

　みさきスタイルこども応援事業運営委員会（美咲町教育委員会生涯学習課）から
委託を受けたＮＰＯ法人ファミリーリングあゆむが運営しています。
　問い合わせは飯田純子（０９０－１１８１－９６１０）までお願いします。

●運営は誰が行っていますか

　

美
咲
町
で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室（
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を

安
全・安
心
に
過
ご
し
、学
習
や
体
験・交
流
活
動
な
ど
を
行
う
事

業
）が
町
内
７
教
室
開
設
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
の
6
教
室
は「
寺

子
屋
」と
し
て
委
託
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

一緒に
学び
考える

［写真はやなはらひがし]


